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●事故概要
・仮設構台上の作業員が、後進中のダンプトラックの背後に入り、また、
ダンプトラック運転手はこれに気付かず後進し、バックホウとダンプ
トラックの間に挟まれ死亡した。

＜事故発生の詳細状況は次頁を参照＞

●事故原因
1）当該作業における作業計画書の作成を怠った。
現場代理人は、当該作業を被災作業員に一任していた。

2）ダンプトラックの後退に対する作業員の安全対策が不十分であった。
・運転手は誘導がないにもかかわらずダンプトラックを後退させた。
・被災者は誘導をすべきところを誘導せず、別作業を行っていた。

3）安全に対する事業者の取り組みが不十分であった。
・安全訓練を一部の作業員に実施するにとどまり、本作業を行う作
業員全員を安全訓練に参加させていなかった。

工事事故「０」を目指して

事故

ダンプトラック
バックホウ

砕石

後進

死亡後進するダンプトラックの背後に入り、ダンプトラックとバックホウに挟まれ

【令和4年9月6日事故発生】



事故発生の詳細状況

②

③

・被災者は、空荷になったＤＴへ横矢板を積
み込むため、ＤＴ運転手へ駐車位置の変更
を指示

・被災者は、ＤＴが車道へ出た後、ＤＴ左側へ
移動

・被災者は、ＤＴ後退時に荷台後部の落ち
ている砕石に気付き、ほうきを持ち、ＤＴ
背後で別作業を開始

・ＤＴ運転手は、誘導指示なしで後退。死角
に被災者がいることに気づかず、ＤＴと
ＢＨの間に被災者を挟んだ。 事故発生

事故

被災者(元請)
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①
・北側から来たＤＴが埋戻し材を仮設構台へ
荷降ろし

・被災者は、ＤＴ右側後方で誘導

注）

ＤＴ：ダンプトラックの略
ＢＨ：バックホウの略



１ 作業内容や使用する機械・器具が変わるごとに作業

計画書、作業手順書を作成し、全員で共有

再発防止策①
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作成イメージ

ミーティング実施イメージ



再発防止策②
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２ ＤＴの後退に対する作業員の安全対策の徹底（ＤＴ

後退時の交通誘導員の配置、誘導位置、合図等の

約束事を作業計画書に明記）

作業計画書への記載イメージ

作業者の接近を検知する

装置をダンプトラックに設置



３ 安全に対する事業者の取組強化と作業員の安全意

識の向上・徹底 （VR技術を用いた不安全行動の危

険性を体感させる訓練の実施）

再発防止策③
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安全工事現場事故体験ＶＲ(ヴァーチャルリアリティ)システム

ＶＲ実施イメージ



事故を踏まえた事務所の取組
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１ 施工中の全ての工事等において、複数の監督員

と受注者で安全パトロールを実施

複数の監督員による現場確認状況

２ 労働安全コンサルタントを講師に迎え、技術職員全

員を対象とした安全講習会を開催

安全講習会の実施状況



作業者の接近を検知し発報する装置をDTに設置
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